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籾米収量（トン / ヘクタール） 1.8 3.7
上位25％の農家の籾米収量（トン / ヘクタール） 3.7 5.9
近代品種の採用率（％） 7.2 28.7
















均平化は圃場を平らにし圃場内に均等に水を行き渡らせる。そして、条植えは田植えをまっすぐ等間隔に行うことで、植物の密度を均等にし、栄養を行き渡らせ、草取りを簡単 するための技術である。これらの技術は、稲が順調に生育するのに重要な技術であるが、タンザニアでは未だ このような基礎的な技術が採用されていない。こういった生育環境では、アジアの「緑の革命」の核 あった近代品種や施肥も十分な効果 発揮す
ることができない可能性がある。　
なぜ、タンザニアではこうした






説明変数は、ヘクタールあたりの籾米収量（トン） 、近代品種の採用ダミー、ヘクタールあたりの肥料投入量（キログラム 畦畔の設置ダミー、圃場の均平化ダミー、条植えの実施 である。説明変数として、信用サ ビスの利用について操作変数法を用いて推計を行った。その他に、灌漑 ダミー、農業普及所ダミーおよび、それらの交差項と、家計 属性





















修農家） 、研修が行われた村の非研修参加農家（非研修農家） 、研修が行われなかった村（非研修農村）の計二八一 に対してインタビューを った。　
表２は、研修農家、非研修農家、





籾米収量（トン / ヘクタール） 5.1 2.8 2.6 2.9
研修前の籾米収量
（トン / ヘクタール） 2.7 2.6 2.3 2.3
近代品種採用率（％） 97.1 9.3 5.6 2.4
化学肥料使用量
（キログラム / ヘクタール） 91.8 11.2 2.5 2.5
直線直播（％） 90.3 1.2 1.6 3.6
25㎝×25㎝以上の疎植（％） 59.2 1.2 1.6 2.4
畦畔のある圃場（％） 24.3 2.3 5.6 3.6
均平化した圃場（％） 79.6 62.8 52.4 55.4
圃場面積（ヘクタール） 0.4 1.1 0.9 1.2
観測数（圃場） 103 86 126 83
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